
   

 

 

 

 

今回の自立活動だよりでは、７月末に本校職員を対象として実施した自立活動選択研修会についてお

伝えします。 
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自立活動だより 

体について知ろう ～摂食・手の動き～ 
 

テーマ 

 手の機能と発達  手には三つの機能があり、手の発達は全身の運動発達と深く結びついている。 

 
環境に働きかける 

運動器としての機能 
 
＜道具としての手、操作する手＞ 

 つまむ、握る、押す、すくう 

箸を使う、はさみを使う 

 
環境から情報を収集

する感覚器としての

機能 

 
＜支える手、探る手＞ 

 強い固有感覚、感触の入力 

触覚、温覚、痛覚、固有感覚の活用 

 
環境へ情報を発信す

る言葉としての機能 
 
＜伝える手＞ 

 指さし、ジェスチャー、手話など 

イッポラボ https://ippolab.co.jp/teno-hattatsu/ 

＜例えば…＞ 

私たちが冷奴を食べるときは、

柔らかさに合わせて道具を選択

し、力加減を調節している。 

or 

 
手
の
機
能 

 

道具は手の延長であり、手の機能の拡張 

道具を上手に使うためには、手の機能を

獲得している必要がある 

＝ 



 

 

 

 

  

期 行われること 

先行期 食べ物を見つけ口腔に入れる 

準備期 食べ物を咀しゃくし食塊にする 

口腔期 食塊をまとめ飲み込む準備をする 

咽頭期 食塊を咽頭に送り込み嚥下する 

食道期 嚥下した食べ物を送る 

原  因 指導の方向性 

    ・全身の筋力の低下 

・微細な運動能力の弱さ 

    ・過敏や鈍麻 

 

 

口唇、下、表情筋の 

運動面、使用面、協調性の弱さ 

 ・摂り込みから嚥下まで、一つ一つの動作を

評価し、動きが不十分なところを適切に指

導して獲得できるようにする。 

 

 

 ・口唇や舌、表情筋を使う練習を取り入れる。 

 摂食の機能と発達  摂食・嚥下には五つの過程があり、以下のように分けられる。 

私たちが冷奴を食べるときは、木綿、絹、

など、素材を見て判断し、食べ方を変えて

いる。 

かむ？ 

押しつぶす？ 

 知的障害児の摂食指導上の課題 

 
口を閉じずに 

食べる  
かまずに飲む 

（丸飲み）  
咀しゃくが弱い 

（よくかまない）  
好き嫌いが激しい 

（偏食） 

 嚥下機能に問題がない場合が多い 

 知的障害児の摂食指導の考え方 

研修では、実際にお菓子を使って 

「口を閉じずに食べる」「かまずに飲む」体験をしました。 

 
知的障害児の摂食指導では、手の機能と摂食の機能に着目し、食べにくさがどこに

あるのかを評価して、適切に指導していく必要がある。 

 
・イッポラボ 「【保存版】生まれてから 18 ヶ月までの子どもの手の発達について」  

https://ippolab.co.jp/teno-hattatsu/ 

・お口の情報室 「口腔機能とは」    http://orarize.com/index.html 
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